
文化活動では、季節に応じた作品、行事に必要な物、即売商品作りなどを行っていま

す。牛乳パックを水につけ、細かい作業を繰り返し完成させる紙すきはがきは、長い間

作り続けているもので、即売商品・行事のコーナー・缶回収カードなど、いろいろな場

面で活用しています。また、アルミ缶回収に伺うとカードを楽しみに待ってくださって

いる方もみえ、作るのにも張り合いが出ます。そして即売商品は社会とのつながりにも

なっています。 

 

編集後記 

当施設の名称に使われている「たんぽぽ」という名前の由来をご存じでしょうか。諸説あるようですが、江戸

時代には鼓草（ツヅミグサ）とも呼ばれていました。その後、花の部分を鼓に見立て叩く音を形容した「タン・

ポンポン」という擬音からきたと言われています。また、たんぽぽは道端や荒れ地、土手など至る所に黄色のか

わいい花を咲かせ、さらにアスファルトの裂け目から生えることもある生命力の強い植物です。 

 支援室からは、いつも明るい笑い声とストレッチや歩行活動、缶つぶし等に一生懸命取り組む利用者の姿があ

ります。これからも、たんぽぽの花のように、しっかりと根を張って歩んでいきたいと思っています。 

 

「より良い支援」を目指して 

先日、日本知的障害者福祉協会主催の「日中活動支援部会」の研修会に参加する機会

をいただきました。障害福祉施策見直しの中で、「今後、支援の中身が問われてくる」と

いうお話がありました。支援の質を向上させていく必要性は言うまでもありませんが、

支援の中身を評価することはとても難しい問題です。 

「たんぽぽ」においても、日常生活支援・社会参加支援・創作活動・余暇活動・生産

活動等、利用者一人ひとりに応じて様々な支援を提供していますが、その支援の中身が、

例えば 10 段階評価でいくつの評価をいただけるのかは、評価する基準がないのでわかり

ません。また、障害者の必要とする支援、そして支援の方法は一人ひとり違うので、評

価する基準を作ることも容易ではありません。 

では、どうすれば支援の中身を評価できるようになるのでしょうか。 

研修会では、「10 年前と今と支援はどう変わったか、自分たちで仕事の中身を点検しよ

う」と、提案がありました。「たんぽぽ」では、10 年前も今も「より良い支援」を目指し

て様々な取り組みを模索し取り組んでいますが、10 年前と今の支援を比べて点検したこ

とはありませんでした。より良い支援を目指して頑張っているだけでは評価はできませ

んし、評価できる根拠もないことに気づかされました。 

利用者の支援において、支援の方法が幾通りもある時に「正解はない」と簡単に言っ

てしまうことがありますが、「それは逃げの言葉ではないか」ということも、今回の研修

で考えさせられました。支援の方法が幾通りもあるのならば、できるだけ幾通りも試し、

正解に近づけていくことが必要ではないか。改めて、自分たちで仕事の中身を点検しな

がら、これからも「より良い支援」を目指していきたいと思います。 

                        

たんぽぽ所長 今村初美 

 

 

今年度も、ボランティアの方々と共に、楽しい時間を過ごしてきました。

たんぽぽでは、行事や活動に参加していただける方を募集しています。ど

のような内容や形でも大歓迎です。楽しく一緒に活動していただける方を

是非お待ちしています！ 
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ボランティアと 

一緒に・・・ 

（もちつき大会にて） 

 

絵本ボランティア

とお楽しみ会 

ミキサーをかける 

紙をすく 

カード作り(お茶会にて) 

乾かす 
缶回収カード 

ヘチマアート 紙すきはがき

作り 



グループ外出

へ出発！ 
 

11 月 5 日に『お茶会』、12 月 7日に『もちつき大会』 

を多くの地域の方やボランティアの方々にご協力いただき、 

開催しました。 

お茶会のお菓子は、『四郷栗の木林をつくる会』の皆様に 

南部丘陵公園の栗拾いにご招待していただき、収穫した栗を使

って栗きんとんを手作りしました。お茶会当日、『松尾流』の

先生のお手前を拝見しながら本格的なお抹茶と一緒に味わい

ました。「おいしかった」「雰囲気がよかった」などの話で盛り

上がりました。 

  

 

 

落花生の収穫 栗拾い さつまいものおやき作り 

 

３グループ 

１グループ 

２グループ 

なばなの里散策と 

フレンチレストランへ 

うなぎ 

美味しい！ 

ボウリングと 

イオンモール鈴鹿で 

ランチ！ 

お茶会 

地域交流の一環で 

 

もちつき大会は、『三重県宅地建物取引業協会四日市支部』の皆様や、

ボランティアの方々と一緒に「よいしょ」と大きな掛け声でもちをつき

ました。ついたもちは、菜もち・あんこもち・きな粉もちの３種類の他、

ぜんざいにして楽しみました。つき立てのおもちはやわらかく、とても

おいしかったので、みんな自然と笑顔になる楽しいもちつき大会となり

ました。 

 

 
もちつき大会 

おやき完成！ 


